
　
平
成
30
年
４
月
、
余
呉
小
学
校
と
鏡
岡
中
学

校
が
一
つ
に
な
っ
て
、
県
内
初
の
施
設
一
体

型
義
務
教
育
学
校（
小
中
一
貫
教
育
校
）で
あ
る

「
余
呉
小
中
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

　
義
務
教
育
９
年
間
を
連
続
し
た
期
間
と
し

て
、
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ（
１
年
〜
４
年
・
５
年

〜
７
年
・
８
年
〜
９
年
）に
分
け
る
４

－

３

－

２
制
の
教
育
課
程
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
小
学
校
と
中
学
校
の
枠
組
み
を
は
ず
し
て
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
柔
軟
な
指
導
を
行
い
ま

す
。

　
特
に
、
５
、６
年
か
ら
中
学
校
の
よ
う
な
教

科
担
当
に
よ
る
授
業
を
取
り
入
れ
た
り
、
よ
り

多
く
の
教
職
員
が
関
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

中
学
校
課
程
に
移
る
時
に
環
境
の
変
化
を
最
小

限
に
抑
え
、
学
習
や
生
徒
指
導
上
の
課
題
を
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
一
体
型
の
利
点
を
活
か
し
、
異

学
年
に
よ
る
交
流
も
行
事
だ
け
で
な
く
、
第
３

ス
テ
ー
ジ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
第
１
、
第
２
ス

テ
ー
ジ
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
や
運
動
を
支
援

す
る
活
動
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
学
力
向
上
と
と
も
に
、
上
級

生
の
自
信
、
下
級
生
の
憧
れ
に
も
つ
な
が
り
、

社
会
性
を
高
め
る
こ
と
が
小
中
一
貫
教
育
の
全

国
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
よ
ご
ふ
る
さ
と
科
」
と
し
て
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
余
呉
の
歴

史
・
文
化
・
伝
統
に
関
わ
る
学
習
を
積
み
上
げ

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
提

案
し
、
発
信
す
る
力
を
育
て
ま
す
。
こ
の
学
習

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
子
ど
も
の
育
ち
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
の
取
組
を
進

め
な
が
ら
、
小
中
す
べ
て
の
教
職
員
が
義
務
教

育
終
了
時
の
学
力
を
保
障
し
、
人
間
性
を
高
め

る
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
・
保
護
者
・
学
校
が
一
つ
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
活
動
す

る
、
魅
力
あ
る
義
務
教
育
学
校
を
め
ざ
し
ま
す
。

県
内
初
の
施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校

「
余
呉
小
中
学
校
」
が
来
春
開
校

問
教
育
改
革
推
進
室（
☎
６
５

－

８
６
０
４
）

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す問

高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要

な
人
が
増
加
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、

介
護
に
ま
つ
わ
る
課
題
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、

多
く
の
人
が
介
護
を
身
近
な
も
の
と

し
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
介
護
を
考
え
、
か
か
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ

の
家
族
、
介
護
従
事
者
等
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
で
の
支
え

合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
高

齢
者
や
し
ょ
う
が
い
者
に
対
す
る
介

護
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
啓
発
す
る

日
と
し
て
、「
介
護
の
日
」
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▲中学生が小学生を指導
　「かがみおか先生」

　
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
だ

れ
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
よ
う
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い

お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援

が
包
括
的
に
確
保
で
き
る
体
制（
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
高
齢
福
祉

介
護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲新校の校章
　佐治あかねさん 作
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新
し
い
『
浅
井
小
学
校
』
が
誕
生
し
ま
す

問
教
育
改
革
推
進
室（
☎
６
５

－

７
６
０
５
）

　
平
成
30
年
４
月
１
日
、
七
尾
小
学
校
と
浅

井
小
学
校
を
統
合
し
、
新
し
い
『
浅
井
小
学

校
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
七
尾
小
学
校
は
、
今
年
度
１
４
１
周
年
を

迎
え
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
、
こ
れ
ま

で
に
数
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
地
域
と

と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
据
え
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
提
供

す
る
た
め
の
議
論
を
重
ね
、
浅
井
小
学
校
へ

の
統
合
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
統
合
後
は
、
児
童
数
約
２
４
０
人
の
学
校

と
な
り
、
よ
り
多
く
の
仲
間
や
先
生
と
の
関

わ
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
活
発
に
意

見
を
交
換
し
、
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
あ

い
な
が
ら
、
豊
か
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

学校・園活動
紹介

8

﹁
あ
・
は
・
は
・
！
﹂
笑

顔
と
伝
統
文
化
あ
ふ
れ

る
び
わ
北
小
学
校

　
び
わ
北
小
学
校
で
は
、

「
あ
・
は
・
は
・
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
学
校
生
活
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　「
あ
・
は
・
は
・
！
」
の

「
あ
」は
「
あ
い
さ
つ
」で
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
さ
よ
う
な
ら
。」「
あ
り
が

と
う
。」
な
ど
が
元
気
に
言

え
る
よ
う
、
児
童
会
や
６
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
は
」
は

「
は
い
。」
返
事
で
す
。
指
名

さ
れ
た
ら
大
き
な
声
で
返
事

し
、
発
言
で
き
る
子
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の

「
は
」は
「
は
き
も
の
」で
す
。

脱
い
だ
靴
を
揃
え
る
、
靴
を

し
っ
か
り
履
く
こ
と
で
、
心

と
身
体
を
整
え
、
相
手
を
思

い
や
り
、
物
を
大
切
に
で
き

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

る
子
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
！
」。
こ
れ
は

背
中
ビ
シ
ッ
「
！
」、「
姿
勢

を
正
し
く
」
で
す
。「
立り
つ

腰よ
う

タ

イ
ム
」
や
「
す
こ
や
か
タ
イ

ム
」
で
立
腰
運
動
や
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
校
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
と
し
て
地
域
の
有

識
者
、
学
校
運
営
協
議
会
委

員
な
ど
の
力
を
お
借
り
し
て
、

早
崎
ビ
オ
ト
ー
プ
や
竹
生
島

を
活
用
し
た
自
然
体
験
学
習

と
、
伝
統
文
化
を
学
ぶ
人
形

浄
瑠
璃
「
冨
田
人
形
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

冨
田
人
形
に
つ
い
て
は
、
冨

田
人
形
共
遊
団
の
ご
協
力
で
、

毎
年
６
年
生
が
校
内
で
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、『
長
浜
の
祭
り
と
芸
能

２
０
１
７
』
で
も
公
演
し
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
地
域
の
豊
か
な
環
境

や
伝
統
文
化
に
育
ま
れ
な
が

ら
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
び
わ

北
小
」と
長
浜
市
の「
め
ざ
す

子
ど
も
像
」
の
実
現
に
向
け

て
、
実
践
を
重
ね
て
い
ま
す
。 ▲姿勢を整え、学習に向かう子どもたち

　
現
在
の
浅
井
小
学
校
は
、
平
成
26
年
４
月

に
、
上
草
野
小
学
校
と
下
草
野
小
学
校
が
統

合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
度
か
ら
、
本
格
的
に
七
尾
小

学
校
と
浅
井
小
学
校
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
校
外
学
習
な
ど
の
学
校
行
事
や
合
同

授
業
、
保
護
者
参
観
や
２
校
P
T
A
主
催
に

よ
る
親
子
活
動
イ
ベ
ン
ト
等
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、子
ど
も
た
ち
は
次
第
に
う
ち
解
け
、

仲
良
く
な
り
、
新
た
な
学
校
の
ス
タ
ー
ト
に

向
け
て
、
意
欲
と
期
待
に
満
ち
た
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
新
し
い
『
浅
井
小
学
校
』
に
お
い
て
も
、

地
域
学
習
や
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
体
験

活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
体
験
・
ふ
れ
あ

い
・
学
び
合
い
」
を
軸
と
し
た
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲５年生 田植え交流

▲両校の親子交流
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